
FOLFOX4+ベクティビックス療法regimen

regimen　詳細

特記事項

・2週を1サイクルとする。

・L-OHP85mg/m2（D1）、ｌ-LV100mg/m2（D1,2）投与後、

5-FU400mg/m2（D1,2）の静脈内急速投与を行い、5-

FU600mg/m2（D1,2）の持続投与を行う。

■下記の項目を必ず確認すること！

・適応が大腸（結腸・直腸）がんである事

・ｌ-LV・5-FU併用療法が同時に行われている事

・Oxaliplatinの溶解液が5％ブドウ糖液である事

・必要に応じ、5-HT3受容体拮抗剤、デキサメタゾン等による前処置

が行われている事

Oxaliplatin

Levofolinate Ca

fluorouracil

fluorouracil

Panitumumab

大腸がん疾患名

D1

期間１

D1,2

D1,2

D1,2

D1

オキサリプラチン

レボホリナート

フルオロウラシル

フルオロウラシル

ベクティビックス

85mg/m2

100mg/m2

400mg/m2

600mg/m2
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